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夏休み下水道教室
　８月２日（水）９時30分～11時30分、浄水管理センターで
「夏休み下水道教室」を開催します。

　下水処理場の施設見学やビデオ鑑賞、顕微
鏡での微生物の観察をとおして、汚れた水が
きれいになる仕組みについて学びます。市内
在住・在学の小・中学生と保護者対象（小学
生は保護者同伴要）。定員50人（申込順）。
申７月３日から同センター☎77・1414か
Ｅsu1640@city.ayase.kanagawa.jp。

下水処理場を見学下水処理場を見学 親子リサイクル現場学習会
　８月２日（水）９時30分～17時、市役所集合・解散で「親
子リサイクル現場学習会～資源に出した缶はど
うなるの？～」を開催します。
　リサイクルプラザ、市リサイクル協同組合（寺
尾釜田）、（株）山勝（吉岡東）などを見学して資源
ごみの処理工程を学び、リサイクルについて考え
ます。市内在住の小学３～６年生と保護者対象。
長袖、長ズボン、運動靴を着用し、筆記用具、昼食、
飲み物、ヘルメット（持っている方）持参。定員22人（申込順）。費
250円（保険料他）。主あやせ環境ネットワーク。申７月３日～14日
に同ネットワーク事務局（環境保全課内）☎70・5620。

資源ごみの処理工程を見学資源ごみの処理工程を見学

綾瀬ブルーベリー農園見学会
　８月５日（土）10時～11時30分、市
役所集合・解散で「綾瀬ブルーベリー
農園見学会」を開催します。
　市内ブルーベリー農家の見学と摘
み取り体験を行い、地場農産物につ
いて学びます。市内在住の小学４～
６年生対象。定員20人（抽選）。主市

地場農産物消費拡大推
進協議会。費100円。
申７月20日までに同
協議会事務局（農業
振興課内）☎70・
5622。

地場農産物の地場農産物の
摘み取り体験摘み取り体験 古代住居組み立て体験教室

　８月12日（土）９時～16時、相模原市
緑区で「古代住居組み立て体験教室（現
地見学）」を開催します（８時45分綾
瀬市役所正面玄関集合）。
　神崎遺跡資料館で遺跡や当時の暮ら
しについて学習した後、古代住居の上
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を復元する体験教室（秋ごろ開催予
定）で使用する木材の産地を見学しま
す。小学生以上対象（小学生は保護者
同伴要。未就学児の同伴不可）。
動きやすい服装で昼食
持参。定員20人（申込
順）。申７月３日９時
から生涯学習課☎70・
5637。

木材の産地を見学木材の産地を見学 自然体験学習会
　８月23日（水）９時～16時、市役所
集合・解散で「自然体験学習会～『ダ
ム』を学ぼう！～」を開催します。
　宮ヶ瀬ダムと「水と
エネルギー館」（愛川
町半原）で、放流の
様子や展示物などを
見学し、ダムの役割
について学びます。
市内在住の小学４～６年生対象。
帽子、運動靴を着用し、筆記用具、
飲み物、弁当、タオル、虫よけ持参。
定員20人（申込順）。主あやせ環境
ネットワーク。申７月３日～20日に
同ネットワーク事務局（環境保全課
内）☎70・5620。

宮ヶ瀬ダムを見学宮ヶ瀬ダムを見学

　真っ青な空に入道雲が湧き上がり、日差しがまぶしく感じられる季節になってきました。
もうすぐ、子どもたちが待ちに待った夏休みです。

　夏休みに合わせて、市内外の施設見学や農園での摘み取り体験など、
体験しながら学ぶことができる催しを開催します。

　この機会に、親子や友達と体験型イベントへ参加してみませんか。＝夏休みの催し関連４・５面

わんぱくシール
集めるチャンス!!
夏休みは対象事業が
たくさんあります。


